
 

令和 3 年度 2 月 第 14 回沖縄県理学療法士連盟定例会議議事録 

日  時；令和 4 年 2 月 17 日（木）19 時～         議案作成：當間 議事録作成：宮城 

場  所；オンライン会議 

参加者；■小嶺衛、■立津統、□末吉恒一郎、□武富新太郎、■玉城すみれ、■當間智史、 

■池城正浩、■比嘉憲彦、□新垣健、■兼島広樹、□山田わかな、■下里真司、 

□砂川真利香、■吉岡裕太、■宮城夏希、□牧之瀬七恵、■下地浩之、□西原美樹、 

■石垣肇 

 

議案・報告事項： 

 

１．懇談事項 

① HP 進捗状況：（下里広報企画部長） 

 ・定例会議事録定期的に掲載。滞りはないか？→滞りはないが今後も随時アップしていく。 

② 後援会立ち上げ進捗状況について：（比嘉事務局長） 

 ・オープンチャットを立ち上げ（グループ LINE の様なもの） 

 “リハ未来応援会”後援会長：池城会長、小嶺 

 現在、上記の名前を挙げているが多くの人が入りやすい名前にしたい。 

 →政策に関する会名だと距離を感じる人も多いのかもしれない（玉城委員） 

 →“小川かつみ”を応援する会なので名前を入れた方が分かりやすいのでは（吉岡委員） 

 ➡会名『小川かつみリハ未来応援会』に決定。期間 7 月までのチャット 

 ➡各職場の皆様にも招待を広げられる様に協力を。 

→連盟会員でなくてもチャット参加可能。内容は研修会や活動報告等。 

→連盟 H Pへ案内も出来た方が良いのではないか。 

→QR コードの出回りを防ぐ方法も考えないといけないのではないか。（玉城委員） 

➡チャット入会の承認可否を管理者で操作できる為、注意しながら入会案内していく。 

→より多くの人が入る事も目的としている為、PT 以外の職種も多くに招待し小川かつみを広

めていける様にする。（小嶺幹事） 

③ 小川かつみ氏 YouTubeチャンネル開設（當間副会長） 

   ・「小川かつみ公式チャンネル」―第１弾のスペシャルゲストは菅義偉前総理 

 2022 年 1 月 28 日（金）20 時～配信スタート 

  ・視聴者感想聴取 

  ➡菅前総理との対談を掲載していく。連盟からもどんどん発信していく。 

④ 「リハビリテーション・介護分野における D X」開催について（當間副会長） 

・令和 4 年 2 月 4 日（金）13:00～14:00 

講師  日本年金機構 副理事長（前厚生労働事務次官） 樽見 英樹 氏 

  ➡視聴者なし 

⑤ 『理学療法士の未来を考える会』（當間副会長） 



・令和 4 年 3 月 19 日（土）15:00〜18:00 

 講師 小川かつみ氏他、経営者、教育・研究者、病院・臨床家、学生・若手療法士の立場から 

⑥ 県学会後の振り返り（池城会長、小嶺幹事、立津監事） 

→2/17～オンライン配信。 

→800人視聴の中、池城会長・小川先生・半田連盟会長・斎藤会長の挨拶もとても好評

だった。 

⑦ 沖理連総会の件（比嘉事務局長） 

→日理連総会後、3 月に毎年、沖理連の総会が開催されている。今年度の開催日時に

ついて平日が良いか？土曜日がよいか？案内は 1 ヶ月程度猶予があった方が親切だ

と思う。 

➡令和 4 年 3 月 29 日（火） 19 時～オンライにて開催 

→資料は三役の確認後、完成。 

※各会員へ案内文を来週中に発送する。 

⑧ 入会申込/寄付金申込（Pea tix 運用)の件（當間副会長） 

 ・チケット代✖4.9％＋チケット枚数✖99円＋振り込み手数料 220 円＝ 

 →軍資金が無い状態では困難。➡入会案内を何期かに分けて案内すると細目に入会金の

集金が可能。 半年に 1 回のペースで良いと思うので上半期・下半期で案内していく。 

・例）研修会を例に説明。最終決定頂く。 

・寄付金申込書については連盟で必要ない情報は削除していく。 

➡入会と寄付金の 2 つでイベントを立ち上げていく。入会案内の URL をｐｅａｔｉｘへ差し替えて

連盟㏋へ載せていく。 

 

２． その他： 

 ①連盟会員現在 50名 

 ②後援会に関わる事（比嘉事務局長） 

 小川かつみ全国後援会のメインサポーター 

 →皆様にも是非、後援会メインサポータとして参加して頂きたい。オープンチャットにも案内し

ていくと輪が広がっていくと考える。➡複数のグループへの登録に対しわずらわしさを感じる会

員も出てくると思うが、不便を感じた場合は個人で退会して頂く。不安要素もあるが、まずは始

めて、反応を見ながら適宜、修正していく。 

 →メインサポーターがどのような事をするのか明確にしてほしい。（石垣委員）➡後援会員を

募る役割と考えるとよい。 

 →前回選挙時はメインサポーター的な役割を担っていた方が約 300名いたが、今回は後援

会会員の質向上が大きな目的である為、しっかり小川かつみの考えや活動、後援会の目的を

会員へ落とし込んでいく事が大切。 

 

・小川かつみメールマガジンを複数の SNS ツール（若年層：インスタ、中間層：Twitter、年配

者：Facebookを活用している様子）で発信し多くの賛同を得られるようにした方が良いと思う。



（小嶺幹事） 

➡H Pへの掲載も迅速に対応し多くの方が早期に閲覧できる様にして行く。 

（下里広報企画部長） 

 

次回開催 令和 4 年 3 月 17 日（木）19：00～（第 3 木曜日） 

 


